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しまなみ農業だより

コ
マ
ツ
ナ 

少
な
め
肥
料
で
ゆ
っ
く
り
と

コ
マ
ツ
ナ
は
短
期
間
で
収
穫
で
き
、
栄
養
価
が
高
い
家
庭
菜
園
に

欠
か
せ
な
い
葉
物
野
菜
で
す
。
早
い
時
期
に
種
ま
き
す
る
と
害
虫
に

葉
を
食
べ
ら
れ
る
被
害
が
多
く
な
る
の
で
、
害
虫
の
活
動
が
少
な
く

な
る
9
月
下
旬
以
降
の
種
ま
き
が
理
想
で
す
。
少
な
め
の
肥
料
で

ゆ
っ
く
り
生
育
さ
せ
、
葉
を
大
き
く
さ
せ
す
ぎ
な
い
の
が
美
味
し
い

葉
物
野
菜
を
育
て
る
コ
ツ
で
す
。

○
畑
の
準
備

（
１
）
ｐ
Ｈ
の
矯
正
と
土
壌
改
良

　

酸
性
が
強
く
て
も
影
響
が
少
な

い
野
菜
で
す
が
、
中
性
に
近
い
ほ

う
が
順
調
に
生
育
し
ま
す
。
土
壌

が
酸
性
の
場
合
は
、
ｐ
Ｈ
６
・
０

～
６
・
５
を
目
標
に
カ
キ
殻
な
ど

の
有
機
石
灰
を
１
５
０
ｇ
／
１
㎡

施
用
し
、
土
壌
改
良
し
ま
す
。

（
２
）
堆
肥
の
施
用

　

種
ま
き
の
１
ヶ
月
前
に
完
熟
堆

肥
を
１
kg
／
１
㎡
施
用
し
、
水
も

ち
・
水
は
け
の
良
い
土
に
し
ま
す
。

（
３
）
輪
作

　

比
較
的
連
作
に
は
強
い
で
す

が
、
一
度
栽
培
し
た
と
こ
ろ
で
は

少
な
く
と
も
１
年
は
栽
培
し
な
い

よ
う
に
す
る
の
が
理
想
で
す
。

（
４
）
土
壌
消
毒

　

堆
肥
施
用
後
、
透
明
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
を
敷
い
て
お
く
と
太
陽
熱

で
土
壌
消
毒
が
で
き
ま
す
。

○
施
　
肥

　

硫
安
の
よ
う
な
ア
ン
モ
ニ
ア
態

の
も
の
だ
け
を
施
す
と
生
育
が
劣

り
、
異
常
な
生
長
を
す
る
株
が
目

立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

肥
料
分
が
多
い
と
硝
酸
塩
が
葉
に

蓄
積
し
て
苦
味
や
ア
ク
が
強
く
な

り
ま
す
の
で
、
発
酵
鶏
糞
な
ど
の

有
機
質
肥
料
を
１
０
０
ｇ
／
１
㎡

程
度
施
用
し
ま
す
。

○
畝
た
て
、
種
ま
き

　

畝
は
幅
60
～
90
㌢
、
高
さ
10
㌢

と
し
ま
す
が
、
畝
た
て
前
に
透
明

マ
ル
チ
で
土
壌
消
毒
し
た
場
合

は
、
深
く
耕
し
す
ぎ
る
と
熱
消
毒

さ
れ
て
い
な
い
土
が
表
面
に
出
て

し
ま
い
、
消
毒
効
果
が
無
く
な
り

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
土
を

耕
さ
な
い
よ
う
に
畝
た
て
し
ま

す
。
種
ま
き
は
、
条
間
20
㌢
の
２

条
～
３
条
で
１
～
３
㌢
間
隔
の
す

じ
ま
き
に
し
ま
す
。
遅
い
時
期
に

種
ま
き
す
る
場
合
は
15
㌢
間
隔
で

穴
の
あ
い
た
黒
マ
ル
チ
を
利
用

し
、
１
穴
に
４

～
５
粒
ま
き
ま

す
。
ま
た
、
種

ま
き
の
際
に
７

～
10
日
ず
つ
ず

ら
し
て
種
ま
き

す
る
と
、
収
穫
時
期
が
ず
れ
て
少

し
ず
つ
収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

種
ま
き
後
は
不
織
布
を
べ
た
掛

け
す
る
と
、
発
芽
率
が
上
が
り
ま

す
。
虫
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
発

芽
後
か
ら
防
虫
ネ
ッ
ト
で
ト
ン
ネ

ル
栽
培
に
し
ま
す
。　

○
か
ん
水

　

種
ま
き
後
～
発
芽
直
前
ま
で
は

十
分
に
か
ん
水
を
行
い
、
発
芽
を

揃
え
ま
す
。
生
育
中
は
、
土
の
乾

き
具
合
や
天
候
、
伸
び
具
合
を
見

て
適
宜
行
い
ま
す
。

○
間
引
き

　

ツ
ケ
ナ
類
の
中
で
も
コ
マ
ツ
ナ

は
葉
が
育
つ
の
が
早
く
、
間
引
き

が
遅
れ
る
と
込
み
合
っ
て
軟
弱
に

な
る
傾
向
が
強
い
の
で
、
早
め
に

間
引
き
し
て
や
り
ま
す
。
ま
た
、

株
間
は
や
や
広
め
に
間
引
く
よ
う

に
す
る
と
、
品
質
の
よ
い
も
の
が

収
穫
で
き
ま
す
。

　

本
葉
２
枚
く
ら
い
で
、
葉
が
奇

形
の
も
の
や
伸
び
の
悪
い
株
を
重

点
的
に
間
引
き
、
株
間
３
㌢
く
ら

い
に
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
葉
４

枚
く
ら
い
で
５
～
６
㌢
の
間
隔
に

間
引
き
ま
す
。
間
引
き
の
際
は
、

同
時
に
株
の
周
り
を
除
草
し
て
土

寄
せ
を
し
て
や
る
と
よ
く
生
長
し

ま
す
。

○
収
　
穫

（
１
）
収
穫
適
期

　

高
温
期
で
は
25
～
30
日
、
低
温

期
栽
培
で
は
40
～
60
日
く
ら
い
で

収
穫
で
き
ま
す
。

　

草
丈
15
～
20
㌢
く
ら
い
に
な
っ

た
も
の
か
ら
収
穫
し
ま
す
。
大
き

く
な
り
す
ぎ
る
と
葉
が
か
た
く
な

り
、
甘
味
が
消
え
て
え
ぐ
み
が
強

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
葉
色
が
濃

い
も
の
は
え
ぐ
み
が
強
い
で
す
。

（
２
）
収
穫
方
法

　

根
つ
き
で
引
き
抜
い
て
ハ
サ
ミ

で
根
を
切
る
か
、
包
丁
で
根
を
切

り
水
洗
い
し
ま
す
。
収
穫
時
に
根

部
を
地
中
に
残
す
と
萎
黄
病
、
根

こ
ぶ
病
な
ど
土
壌
病
害
の
原
因
と

な
る
の
で
注
意
し
ま
す
。

　

ま
た
、
収
穫
時
に
子
葉
と
外
側

の
黄
化
し
や
す
い
本
葉
を
１
～
２

枚
ほ
ど
落
と
す
と
、
た
な
も
ち
が

よ
く
な
り
ま
す
。
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消防だより

平成27年７月出動件数
摘要 火災 救急

弓　　　　削 0 22
生　　　　名 0 7
岩　　　　城 0 12
魚　　　　島 0 2
合　　　　計 0 43
平成27年累計 1 275

平成27年７月31日現在

小型動力ポンプの仕組みについて講義

小型動力ポンプの使用方法説明

７
月
24
日（
金
）に
、
香
川
県
高
松
市
の
香

川
県
消
防
学
校
に
お
い
て
第
44
回
消
防
救
助

技
術
四
国
地
区
指
導
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

上
島
町
消
防
署
か
ら
は
、
陸
上
の
部
（
ロ
ー

プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
）
に
池
上
消
防
士
、
水
上

の
部
（
複
合
検
索
）
に
穂
積
消
防
副
士
長
が

出
場
し
ま
し
た
。
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、
見
事
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
の
大
会
に
参

加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
救
助
技
術
や
体
力
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
迅
速
か
つ
安
全
確

実
な
現
場
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
訓
練
を
積

み
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

第44回消防救助技術四国地区指導会
～救助技術の向上を目指して～

水上の部（複合検索）
穂積消防副士長

陸上の部（ロープブリッジ渡過）
池上消防士

上島町消防団夏期幹部講習会
７月26日（日）に、上島町消防団

幹部を対象とした上島町消防団夏
期幹部講習会を実施しました。講
習会は、株式会社ＩＨＩシバウラ

（ラビット営業部）より講師を招
き、小型動力ポンプの使用方法及
びメンテナンスの技術習得を目的
として行われました。開会式では、
団長の ｢きびきびした動作で講習
会に臨むように」と挨拶がありま
した。消防団員は、今後の活動に
活かせるように、小型動力ポンプ
の説明を真剣に聞いていました。

覚えよう 命を繋ぐ 応急手当
普通救命講習の受講のお知らせ
上島町消防署で

は、心肺蘇生法や
ＡＥＤの活用を町
民のみなさまに広
げるために救命講
習を行っています。家族や大切な人
の命を守るために救命講習を受講し
て正しい知識と技術を身につけま
しょう。受講を希望される方は、上
島町消防署までご連絡下さい。
問上島町消防署　☎77-4118

火災･救急･救助は119


